
 
 

 
 
 

  
第第 22 回回   

簿簿記記とと財財務務諸諸表表のの初初歩歩をを学学ぶぶ  
―― 会会 計計 力力 をを 身身 にに つ

 
つ けけ るる たた めめ にに ――    

開催日 2010 年 12 月 8 日（水）13：30～17：30（開場 13：00） 

 

■ 開催場所  弊社セミナールーム  東京都港区海岸1-2-20 汐留ビルディング 5F 

〔会場URL〕http://www.pronexus.co.jp/home/corporate/map/map_tokyo.html  
 

■ 講  師  伊藤 浩司 氏：中小企業診断士／アクアナレッジファクトリ株式会社 

 
 
 

本年10月15日開催の第1回セミナーではアンケートで高い評価をいただきました。お客様の声の一部をご紹介します。

「初心者にとって非常に分かりやすく簿記の基本が学べた。」「テキストの色分けや表が、考えるサポートになって

いて、とても工夫されていた」 
 

 

■ 受講対象者 ① 経理部に初めて配属された方で、簿記や財務諸表の初歩的な知識を短時間で習得したい方 

 ② 営業部や企画部の方で、会計力不足が今後の仕事のネックになりそうだと感じている方 
 

■ セミナーの内容（小休憩有り、電卓を使用しますのでご持参下さい） 
 

 
１．会計とは 

  1) 財務会計と管理会計  

  2) 財務諸表と簿記 

  3) 財務諸表の構造と簿記の５要素 
   
２．簿記一巡の流れ  

 1) 期中取引と仕訳 

 2) 勘定記入と財務諸表の作成 
 

  ３．企業の開業から１年間の活動を追う 

   1) 会社の設立と開業準備 

   2) 商品の仕入と仕入代金の支払 

     3) 商品の販売と販売代金の回収 

   4) 資金の借入れと増資 

 
 5) 余剰資金の運用 

 6) 各種費用の支払い 

 7) 各勘定の数値確認と残高試算表 
  
４．決算整理と財務諸表の完成 

 1) 売上原価の算定  

 2) 減価償却の処理 

 3) 決算整理後残高試算表 

 4) 財務諸表の完成 
 
５．簿記を学ぶことの重要性  

 1) 取引と財務諸表の動きから仕訳を行う 

 2) 仕訳から取引内容を理解する 

 3) 財務諸表の変化から企業の変化を推測する 

 

■ 趣旨及び特徴 

簿記とは、企業活動を数値で把握し、その数値が変化するごとにその事実を記録し、一定期間内の報告書（財務諸表）を作成

するまでの一連のプロセスです。 

この簿記（複式簿記）は、今から500 年ほど前にイタリアで生まれ、明治になって福沢諭吉が日本語に訳して日本に紹介され

たと言われています。このように会計の実務分野において古い歴史をもっている簿記は、経理部門のみならず、ビジネスパー

ソンにとっては、ビジネスを論じるための共通語と言ってよいでしょう。 

我が国においては、簿記を学ぶ場合には、「日商簿記」等の検定試験を受けるというところからスタートする方が多く、また、

企業によっては社員に簿記検定の資格取得を奨励するケースも見受けられます。 

（裏面へ続く） 

お客様の声 

好評につき再度開催決定！ 

初級レベル 入 門 初 級 中 級 上 級 

http://www.pronexus.co.jp/home/corporate/map/map_tokyo.html


 
しかしながら、たとえばある資格取得の専門学校においては、日商 3 級の資格取得のために必要な授業時間数は 30 数時間と

なっており、一日 3 時間学んでも 10 日以上はかかる計算となります。また、資格取得の学習はあくまでも「試験対策」が重

視されることも注意する必要があるでしょう。 

さらに、昨今は「帳簿を取り出し、それにペンで数値を記入する」という光景は全く見られなくなり、すべてコンピュータ化

されています。それにより、簿記の知識がなくとも、とりあえず経理の仕事をこなすことも可能となっていますが、やはり基

礎的な知識は習得することが必要でしょう。 

今回お届けする「簿記と財務諸表の基礎を学ぶ」は、4 時間という短い時間の中で、実際に受講者の方に手を動かしていただ

きながら、簿記と財務諸表の基礎力をつけていただくことを目的としています。 

また、通常簿記においては、取引、勘定記入という手順を経て最終的に財務諸表が作成されるのですが、ある特別の手法（合

体法と呼んでいます）を使いながら、各取引が発生する毎に財務諸表がどのように変化するか、という取引と財務諸表の連動

を視覚的に把握していただきます。この手法を理解できれば、貴殿の会計力は間違いなく向上します。是非御受講ください。 
 

■ 講師プロフィール 

伊藤 浩司 氏：中小企業診断士／アクアナレッジファクトリ株式会社 

外資系貿易商社での営業職、外資系クレジットカード会社での営業管理職、大手資格取得スクールでの中小企業診断士講

座社員講師を経て、2007 年に「いとう総合研究所」を設立し独立。現在、「知はビジネスパーソンの武器になる」を理

念として、財務・法務分野のビジネス基礎教育を中心に、大手資格スクールでの中小企業診断士講座の講師や大手監査法

人グループの KPMG あずさビジネススクールの教育コンテンツを受け継いだアクアナレッジファクトリ株式会社の講

師として活躍中。 

 
 

 
 
 

受講料・お申込要領 

■ 受 講 料（1 名様分） 

・一般 15,750 円（本体価格 15,000 円） 

・ディスクロージャー実務研究会会員 9,450 円（本体価格 9,000 円） 
 

■ 定  員   50 名 ※定員になり次第、申込みを締め切らせていただきます。 
 
■ 持参いただくもの  電卓、筆記用具 

 

■ お申込方法等 

・ディスクロージャー実務研究会会員、PRONEXUS SUPPORTご登録のお客様  

ID・パスワードでPRONEXUS SUPPORTにログイン後、以下URLにアクセスしてください。 

https://support1.pronexus.co.jp/Pssemi/page/s_id/706/l_id/1/op_cnt/2 

・上記以外のお客様  

以下のURLの申込フォームに必要事項をご入力の上、お申込みください。 

https://support1.pronexus.co.jp/Semiform/index/sid/706/lid/1/opc/2 

 

○ 受講票につきましては、開催日3 日前までにメールでお送り致します。 
 

○ セミナー当日は受講票メールをプリント出力の上、受付にご提出ください。 
※ 受講料ご入金未済の受講票をお持ちのお客様は、開催日までにお振込みを済ませ、開催日当日受講票に振込み金受取書の写し

を添付してお持ちください。 
   

○ 受講料は、11 月30 日（火）までに以下の銀行口座にお振込みください。 
なお、お振込み後、ご都合によりキャンセルされる場合は、お振込みいただいた受講料のご返金は致しかねますのでご了承ください。

代理の方のご参加もお受け致しますので、是非ご参加ください。 
 

みずほコーポレート銀行 三号支店 

普通預金口座 （番号は、「申込確認メール」でご確認ください。） 

口座名義   ディスクロージャー実務研究会  
 

※お振込み手数料につきましては、お客様ご負担でお願い致します 

※お振込みの場合、領収書の発行はいたしかねますのでご了承ください。。 

 

※ 講義の録音・録画は、お断り致します。ご理解、ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 
■ お問合せ先  株式会社プロネクサス セミナー会員事業部  TEL：03-5777-3110 

https://support1.pronexus.co.jp/Pssemi/page/s_id/706/l_id/1/op_cnt/2
https://support1.pronexus.co.jp/Semiform/index/sid/706/lid/1/opc/2

